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太原方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形















ストレス左移動の順 ① ② ③
後字のタイプ “nght sprea“ng'' “高降" “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1








合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b・2004c)では,「昆明。陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」,「昆明・去」や,「成都・陰
平」,「成都・陽平」,「成都 。上」,「成都・去」の後字軽声のような, “中平"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
昆明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
成都 陰平 35 35+44
成都 陽平 31 44+44
成都 上 553 55+44
成都 去 213 213+44
樋口 (2005)では,「貴陽・陰平」,「貴陽。陽平」,「貴陽。上」,「貴陽・去」の後字軽声のような, “高
昇"タイプを,それぞれ認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
貴陽 陰平 45 45+45
貴陽 陽平 21 22+45
貴陽 上 42 44+45



















「①/②/③/④/⑤+①」の後字① (22),「③+②」の後字② (51),「①/②/④/⑤+③」の後字③ (45),




尚,下の表では,「‐?2・―?5・―?4.5」の「―?」 を省略し,それぞれ「2。 5・ 4.5」と表記してある。
また,「後字 22/―?2」の Ⅳ―?2」および「後字 45/―?45」の「/―?45」を省略し,それぞれ「後字 22」
および「後字45」と表記してある。
①22 1数②51 1数③45 1数④‐?2 1数⑤‐?531数
①22
後軽 a(後字45)22+4512122+451 122+45 19










後軽b(後字 22) 51+221 10
③ 45
後軽c(後字 51)45+511 445+511 45+511 8
後重 45+2217 55+551 1145+27 45+2 1 1
後軽b(後字22)
④‐?2
後軽a(後字45) 2+45 1 1 2+451 122+4.5 1 1
後重 5+2213 45+511 8 5+2 1 145+2 1 2
後軽b(後字22) 2+2 1 5
⑤‐?53
後軽 a(後字 45) 2+45 1 8
後重 5+22 1 645+51i 6 5+2 1 6






















































? 本本,妨妨, 爪 爪 ,姥 姥 外祖母,死 例 死了,走 例 死了,粉 粉 粉,楓 担 茶壷孟几 上小囚把手 ,
②+③
「後重/後軽 a」 (51+45)12例
礼 弄 星期大,老 渓 丈大,水 酷 醸制吋1可較短的酷,明『 決 邸 ‐今,明『 今 明
`今












太阻 大夫医生, 自家自 后共。
③+②
「後重/後軽 c」 (45+51)11例

















菊花,鉄敏,蜜蜂,客人,舌1凩, 日肛肌,惑疑疑惑, え]、雷 雷, ′]、米且粥煮沸声, 1忽,吐吸鼻沸声,

































































調類 調値 後重 後軽b 後軽 c
① 22 22+22
② 51 51+22
③ 45 45+22 45+51
④ ‐?2
⑤ ‐?53
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③+③(後軽c)“涼凍猪皮凍''[tcyoD4うt9yЭ045‐51]
||」聖」_生」
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④+③(後重/後軽a)“忽米得意"[xuo?2 ci。っ45]







































































































































111  低平 233  低平 1 344   昇 0.42 11 11 1 45
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‐?2 ‐?2  1   45
④+②
後重 8

























































































‐?53 ‐?2 :  45
⑤+④
後重 6





































後字調形が “高降"である「③+①後軽 c」,「③+③後軽 c」 2形式は,Fタイプである。
後字の前字に対する長さは,前字舒声 (①～③)の場合は,「後重」/「後軽」に関わらず後字の
方が短い。前字入声 (④・⑤)の場合は,後字が舒声の時は,「後重」/「後軽」に関わらず後字の
方が長く,後字も入声の時は,「④+④後軽 a」 と「⑤+⑤後軽b」 の後字が前字よりやや長いのを除
き,後字の方がやや短い。
注
(1)扱った13種は以下の如くである:北京。吟爾浜・合肥・済南・蘭州。南京。青島・天津・烏魯木斉・武漢・西安・
銀川・鄭州。
(2)温等1999では,“―子[ts′]"・“―里[1′]"・“―的[to?]"・“―個[mo?]"4形態素を除き, “軽声"として記述していな
いが,二音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わらず中和されて同一の調値を取るものを,本稿では
軽声として扱う。尚, これら4形態素は,本稿では陰入調として処理した。
(3)音声データとしては「現代渓悟方言音席」(侯精一主編,上海教育出版社)『音梢』付属カセットテープの音声を,ま
た,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 br Windows」(東京大学医学部音声言語研究施設,デイテル株式会ネリを,
それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和経声悟音洞不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[5+2]癸経声活音洞、
安床入声和経声悟音洞,ス」只考慮其交凋凋値服経声后字在音高上的美系,不追究其本凋和交凋之同的演交通程,所以,
北京 “老虎"送祥的軽声悟音洞就可以月入田平升共的軽声悟音飼来遊行寸透。」
参照文献
樋口勇夫1990「太谷方言の声調体系」,『中国語学』237,23-32頁,日本中国語学会。
樋口勇夫2004a「漢語北方方言における単字調形と後字軽声二音節語調形との関係」,平成 13-15年度科研費基盤研究(C)
研究成果報告書『漢語諸方言における語声調の実験音声学的研究』,62-78頁。
樋□勇夫2004b「昆明方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形」,『名古屋学院大学論集一人文。自然
科学篇―』41-1,7-18頁。
樋口勇夫2004c「成都方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形」,『名古屋学院大学論集一言語。文化
篇―』16-1,53-68頁。
樋口勇夫2005「貴陽方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形」,『名古屋学院大学論集一言語。文化篇
―』16-2,17-30頁。
岩田礼1999「沿北京方言和達云港方言的高降軽声及其所史含叉:兼透臭悟片用式交凋的悟音特征」,『第五届浜悟悟言学
国隊研甘会沿文逸集』,139-164頁,文鶴出版有限公司。
岩田礼2001「中国語の声調とアクセント」,『音声研究』5-1,18-27頁,日本音声学会。
-31-
名古屋学院大学論集
沈明1994『太原方言洞典』,李末主編,江亦教育出版社。
石鋒1994「美子声凋分析的几介同題」,『悟音ム稿』,111-122頁,北京悟言学院出版社。
石汝茶1988「悦経声」,『悟吉研究』第1期,98-109頁。
江化云2003「自主的経声和ヨト自主的軽声」,『語文研究』第1期,50-54頁。
魏鋼張2000「凋値的経声和調癸的経声」,『方言』第1期,20-29頁。
温端政1981「太原方言飼江」,『方言』第4期,295-316頁。
温端政、沈明1999『太原活音梢』,侯精―主編,上海教育出版社。
-32-
